
トライアルについて
ABOUT TRIAL

ੈքதのਓʹ͑ͨいʮฏʯのࢥいを青空ʹࠐΊ·ͨ͠ɻ
透͖௨るΑ͏ʹ透明で、淡いけれどਂくͯ、鮮やかだけれど༏͠い空をදͯ͠ݱ、
ͦ͜ʹͨく͞ΜのϋτをӋͨかͤ、l1&"$&ʡのจࣈをඳ͖ग़͠·ͨ͠ɻ
ʮฏʯのࢥい͕ఱߴく、青空いͬͺいʹ͖ڹり·すɻ

ίンセプト࡞●

ɹはを発ݟしそれを解ܾしていくことがきで、

もしかしたらデβインよりそͪらの方がきかもしれな

いとࢥうことがあります。࡞Ո性のऑい಄のߏをして

いるというか（স）、Կかࠔっているのならॿけたいと

いうͪ࣋ؾがとてもڧいんです。ですから、άラフィο

Ϋトライアルでも「ڹ」というテーϚを通じてԿか社ձ

తなϝοセージをίンセプトにஔくことにしました。で

は、一൪ڹいてほしいとࢥえるものはԿなのか。Ի、ܦ

えた݁Ռ、やはり「ฏߟ、ՎといΖいΖありますが、ࡁ

」がڹくのが一൪いいのではないかという݁にいた

りました。

ɹでは、一൪ฏのになるのはԿでしΐうか。ٿ

というものは一つですが、「ฏでないঢ়ଶ」とは、そ

のٿをօがԿらかのཁҼによってりऔり、૪ってい

るঢ়ଶのことだΖうとߟえました。ならばりऔられた

ものを一つにつな͗あわせていくことが「ฏ」に一൪

ۙづくのではないだΖうか、্ٿで一つであるものと

いえば、その表తなものが「空」だとࢥったのです。

はւでஅされているし、ւはしかないҬで

はつながっていません。空だけがஅされずにすべての

Ҭ、すべてのਓにしくつながっているものではない

かとࢥえたので、「空」をϞνーフにฏというίンセ

プトを表現することにしました。

ɹ

●トライアルテーϚ

ɹこれまでݧܦしてきた中で、出ているようでいて、ど

うしても出ない色が青でした。ྫえばタϨントさんのഎ

がる空や、Χタロάの1ϖージにతに空をೖにܠ

れるときなど、いつもそう感じていたのです。これは

が青という色がきだからහ感にԠしてしまうのか、

Ҏ֎の方ʑもそうࢥっているのかはͪΐっとわかりま

せんが、ࣗにとって青という色はとても表現しづら

い色でした。中でもάラデーシϣンがෳࡶにがる空は

表現がしく、印刷ではくすんだりసͼしたりするの

で、ඇ常にデリέートなϞνーフとしてଊえていまし

た。それをޙࠓは一そうࢥわないようにするために、

。の一つとしてઃఆすることにしましたݧճの࣮ࠓ

ɹもう一つやってみたかったことに「写真の再現性のݶ

ք」があります。フィルムとデジタルの違い、あるいは

フィルムサイズの違いで調子の再現性がどのくらい変

わってくるのか、༧想はできるけれど࣮ࡍににしたこ

とはありませんでした。いつかࣗので֬かめてみた

いとߟえていたので、このػձにยଜจਓさんのྗڠを

ಘて、えることにしました。

ɹࠓճのトライアルはデβイφーや印刷ۀքの方だけで

なく、ΧϝラϚンやΧϝラۀք、写真ؔ連のあらΏる

方ʑ、学生のօさんにとっても、大きなڭ材になるので

はないかとࣗෛしているのですが、いかがでしΐうか。

ฏの͖ڹ
ɹʕ�空දݱのٻ

ਫ�ֶɹMANABU MIZUNO

˞సͼ
印刷インキは、סくա程で色૬や色の濃さ
がมわる͜とが͋り（υライμウン）、
ఆした色よりもく上がったঢ়ଶ。
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トライアルプロセス
TRIAL PROCESS

フィルムのサイズ
35mm（サンジュウゴミリ）：24×36mm
６×６（ロクロク）　　　　：56×56mm
４×５（シノゴ）　　　　　：100×125mm
８×10（エイトバイテン）　：200×250mm

GIGA 353
T&K TOKA社の「原色藍」。

Art Director / Creative Director 水野 学  ×  Printing Director 田中 一也

通常のCMYK4色では、空の色がど
うしても濁ってしまう。製版で調整
する方法もあるが、インキの選択を
どうするかがやはり最大のポイント
だ。そこで、インキを変えるだけで
どれだけ発色や表現に差が生まれる
か、同じ版を異なるインキの組み合
わせで刷り比べてみた。

1030×3640mmというB1サイズ
5連の大きさにまで引き延ばして使
うことを前提に、写真の種類とサイ
ズを変えることで、印刷における再
現性を比較した。フィルムとデジタ
ル、さらにサイズ（解像度）が違うも
のでほぼ同時・同場所で撮影した。
フィルムは35mm、6×6、4×5、8
×10の4サイズの計5種（6×6のみ
2社のフィルムで撮影）、デジタルは
サイズ違いの2種類の、合計7種類。
フィルムは粒子や質感の差が出やす
いネガフィルムを使用した。
さらに別撮りしたハトを合成。空は
特色シアン1色、ハトはプロセス4
色で印刷した。

濁りのない青空を生む
インキを探る

●シアンのみを特色にして刷る

●シアン版のみで刷る
4色分解したシアン版のみを「GIGA 353」で
刷ったもの。
MYKは全体に薄く入っているだけなので刷ら
なくても成立し、濁りもなくなった。

MYK版はプロセスインキで、C版のみ彩度の
高い特色シアン「GIGA 353」で印刷。全色プ
ロセスインキのものと比べ、若干鮮やかに
なった。

C版のみGIGA 353 すべてプロセスインキ

フィルムサイズの違い・
フィルムとデジタルの
違いを比較する

フィルムカメラで撮影（6×6／ネガフィルム：A社製） フィルムカメラで撮影（6×6／ネガフィルム：B社製）

フィルムカメラで撮影（35mm／ネガフィルム）

フィルムカメラで撮影（4×5／ネガフィルム） フィルムカメラで撮影（8×10／ネガフィルム）

デジタルカメラで撮影（サイズ：652mm×488.6mm） デジタルカメラで撮影（サイズ：534.1mm×356.5mm）

35mmや6×6では拡大率が適正よりも大きくなるた
め粒子の粗さが限界を超える。一方、デジタルは2
種ともなめらかすぎてハトと合成すると不自然さが
際立ってしまった。その中で、8×10は味わいにな
る程度の粒子感で、ハトの画像も馴染ませやすい。

淡いけれど鮮やかで、透明感のある青空をつくりだす
「理想の空づくりのためのテストです。まずは鮮やかで透明感のある青空をどうやって再現するか。空の濁りを解
消する方法と、鮮やかで透明な青色のつくり方を探しました。次に、青空の素材としてどんな原稿を使うと表現が
豊かになるのかを検討しました。B1ポスターで、より豊かでリアルな青空を表現できる方法を探ります」

●MYKの色を加えた特色シアン4色で刷る
C版 は「GIGA 353」、MYK版 は「GIGA 353」
にプロセスMYKをそれぞれ5%ずつ加えた特色
シアン4色で印刷。彩度が増し、かつ深い青と
なった。MYKの混入濃度を上げると深みが増
すが、爽やかさは減っていく。

MYKを各10%混入 MYKを各30%混入
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FINISH
શ࡞とディテール
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ϰΝンψʔϘスムʔス'�'4 ：ࢴ　　༺
　　　　　（スノʔϗϫイト）
　130LH࢛　　　　　
版のߏ成：スミˠ特色シアンˠϚθンタˠ
　　　　　イエロʔ

ϰΝンψʔϘスムʔス'�'4 ：ࢴ　　༺
　　　　　（スノʔϗϫイト）
　130LH࢛　　　　　
版のߏ成： スミˠ特色シアンˠϚθンタˠ
　　　　　イエロʔ

൛ߏ ൛ߏ

ポイントと解આ
POINT & COMMENTARY

青୯৭でҹͨ͠空
「なにを表現したいかによってવながら選択は大きく変わって
きます。ࠓճの最大のポイントがʠ空ʡの特色1版刷りです。ʠ୶
いけれどਂいʡʠ鮮やかなのに༏しいʡという表現をٻめた水野ࢯ
は、ଟ色刷りによるϘリϡーム感やਂみよりも、࠼度のߴさとイ
ンキそのものの୶さがৢし出す透明感やൈけ感をॏཁࢹしていま
した。4色刷りの色版をݟてώントをಘた1色刷りという発想
は、豊かな表現がඞずしも質తな豊かさと比ྫするわけではな
いことをվめてڭえてくれたようにࢥいます」（田中）

ΧϝϥϚϯのยଜจਓ͞Μʹついͯ
してくれたのがΧϝラϚンのยଜจਓさんでྗڠにݧճの࣮ࠓ」
す。は、デβイφーもΧϝラϚンも౷ܳの方もօ、০త
な෦とػతな෦の྆ྠでものをߟえられるのが理想だとࢥ
うのですが、ยଜさんはその྆方をきͪんとΫリアできる方だと
、いしたとこΖշしていただきئをおྗڠ、ճࠓ。いますࢥ
༷の異なる7種類のΧϝラで撮影してくれました」（水野）
ยଜจਓ（ยଜจਓ写真ࣄ所）ʗ1�82ௗऔݝ生まれ。10BA/
スタジΦ、୍ຊװ也ࢯに200。ࣄࢣ�にಠཱ。2011、A1A
アϫーυ2011 ࡞ࠂ෦特選ड。

▶イエロʔ ▶イエロʔ

▶Ϛθンタ ▶Ϛθンタ

▶特色シアン ▶特色シアン

▶スミ ▶スミ

E P I S O D E
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ϋτͱ空の߹ᶄʗཱମ感
1シϣοトで撮ったようなࣗવな感じを出すために、ハ
トのը像の一෦にը像ॲ理をしている。ख法は「ϘΧ
シ」と「ϒϨ」の2種類。ϐントがくݟえる「ϘΧシ」
でը໘શମのԞߦきとཱମ感を出し、ハトのӋばたきの
度感を「ϒϨ」で表現してը໘શମのリアル感をڧめ
た。

ϋτͱ空の߹ᶃʗͳ͡Έ
デジタル撮影のハトと8×10
フィルムで撮影した空の一ମ
感を出すために、ハトのը像
をૈくして8×10の粒ঢ়性に
合わせ、さらにハトのシϟυ
෦のόランスを空の明度と
ೃછませた。

൛ߏ ൛ߏ

ϰΝンψʔϘスムʔス'�'4 ：ࢴ　　༺
　　　　　（スノʔϗϫイト）
　130LH࢛　　　　　
版のߏ成： スミˠ特色シアンˠϚθンタˠ
　　　　　イエロʔ

ϰΝンψʔϘスムʔス'�'4 ：ࢴ　　༺
　　　　　（スノʔϗϫイト）
　130LH࢛　　　　　
版のߏ成： スミˠ特色シアンˠϚθンタˠ
　　　　　イエロʔ

▶イエロʔ ▶イエロʔ

▶Ϛθンタ ▶Ϛθンタ

▶特色シアン ▶特色シアン

▶スミ ▶スミ

E P I S O D E

24

M
AN

AB
U

 M
IZU

N
O

    G
R

A
P

H
IC

 TR
IA

L 2014 

25

G
R

A
P

H
IC

 T
R

IA
L 

20
14

   
 M

AN
AB

U
 M

IZ
U

N
O



トライアルをऴえて
AFTER TRIAL

●プリンティンάディϨΫターから

ɹࠓճのトライアルはまさに࣮ફにଈしたものとなりま

した。ࠒから印刷でもやもやしていた෦を解ܾした

い、というૂいが明֬でしたので、ࠓあるج४にଇしな

がらޙࠓに生かせる成Ռを出そうとߟえました。

ɹですからख法はたいんΦーιυοΫスです。通常の

製方法をϕースにしながら、「空はこの表現でいいか」

「35mmフィルムの最ળのೖྗ方法はʁ」と一つずつݟ

し、ޱࢳをつかんだらそこをάοと۷りԼ͛ます。た

とえば、ϝーΧーによってインキの発色にどのくらい違

いがあるか、フィルムΧϝラとデジタルΧϝラでは再現

性はどこまで変わってくるかなど、1%としてॆに理

解していたつもりでも、まさに「ඦฉは一ݟにかず」

でした。ࣗにとってもڻくほどのऩ֭をಘることが

できたようにࢥいます。

ɹࠓճは、水野さんの「これからのデβインをࢤすਓの

ために」というࢥいにগしでもԠえるために、ڞ༗でき

るデータづくりができる「ີݫなディϨΫシϣン」を

ඪにऔり組みました。そのため、ීஈよりࡉかくを

理し、ඍ差をݟಀさ͵ようにめながらશてのテスト

をߦいました。また、最ऴの刷り্がりの色調ޡ差をな

くすためにインキೱ度もࡉかく理し、࣮ફにଈした印

刷ཱձいをしているので、ࣗࢲにとっても࣮りଟいト

ライアルになりました。

 ʕʕ 田中 一也

●トライアルをऴえて

ɹࠓճは大きくけて、ࡾつのことにνϟϨンジしまし

た。一つが「ϝοセージのୡ」です。できるだけ大

きなテーϚをઃఆし、その݁Ռ、よりくਂくଟくのਓ

にわるϏジϡアルをプϨθンテーシϣンできたように

感じています。「ฏ」は、ӕでもِળでもなく、その

大খにもؔわらず、୭ものٱ߃のئいです。もͪΖん、

このポスターでそれが࣮現するとはࢥいませんが、この

ฏのئいの「かけら」が୭かのにとまり、খさな

ฏを生み出せたらいです。গしでもଟくのฏがこ

のੈにڹきあってくれることをئっています。

ɹೋつが「空の色の再現性」です。は࣮Ոの෦に

中学生のࠒから1ຕのషりࢴをしているのですが、そこ

には「࣮はこうだった」というϝοセージがॻかれてい

ます。༮いࠒから、を解ܾするྗよりもを発

えていましߟするྗの方が大なのではないかとݟ

た。օがなんとなくやりա͝してしまっていることやԿ

にରし、「これはຊにそうなのだΖうか」ࣄない出དྷؾ

とٙをͪ࣋、を発ݟすることで、その݁Ռ、「࣮

はこうだった」とࢥえるようなࣄを発ݟできることが

いつしかのࢸとなっていました。

ɹࠓճ、4色でも4色ʴ特色でもなく、特色1色のみで

「空」を表現できたことは、まさに「࣮はこうだった」

そのものでした。Ҏ前からࣗのॏしとなっていた空の

印刷表現が、なんと1色の方がきれいだというڻዼの݁

をܴえることになり、のਓ生のテーϚも࣮現できた

。となりましたݧܦせな

ɹࡾつが「Χϝラの特性」です。これはࣗが؍٬

తにݟても໘നいなとࢥえるものになりましたし、デβ

イφーだけでなくΧϝラϚンの方も印刷ձ社のօさんも

とてもڵຯਂいものとなったのではないかとࢥいます。

35mmフィルムからデジタルまで7種類、再現性やૈさ

などをこれだけ大きなࢴでリアルな印刷としてのた

りにすることができたのは大きなऩ֭でした。まさに

。にਚきるトライアルとなりましたݴの一「きましたڻ」

 ʕ 水野 学

ҹʹついͯ͜͏ࢥͱ
われることがあݴでは印刷はୡπールとしてਰୀするとࠓࡢ」
ります。しかし、ਓؒはະདྷのಌれとաڈのѪணのೋつを引っ
ுり合いながらਐԽしていくಈです。のり合いで lຊさ
んにߦくとそのࠃのࠃຽ性がわかるz というਓがいます。จຽ౷
੍やขॻなど、ਓのߟࢥやࣝをίントロールする時、印刷は
真っઌにターήοトになります。印刷はάーテンϕルΫの時か
らਓ類をݶりなく豊かなものにಋいていきました。ࠓճ lฏz
をテーϚに੍࡞しましたが、あるҙຯにおいて、ฏは印刷から
生まれるとݴってもաݴではない、はそうࢥいます」（水野）

൛ߏ

ϰΝンψʔϘスムʔス'�'4 ：ࢴ　　༺
　　　　　（スノʔϗϫイト）
　130LH࢛　　　　　
版のߏ成： スミˠ特色シアンˠϚθンタˠ
　　　　　イエロʔ

▶イエロʔ

▶Ϛθンタ

▶特色シアン

▶スミ

E P I S O D E

26

M
AN

AB
U

 M
IZU

N
O

    G
R

A
P

H
IC

 TR
IA

L 2014 

27

G
R

A
P

H
IC

 T
R

IA
L 

20
14

   
 M

AN
AB

U
 M

IZ
U

N
O




